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2020 年 7 月発行 

News no.18 

ま な び や 

あいさつ 

今年の春は、コロナ禍の中で今までとは違った生活を余儀なくされましたが、会員の皆さまに

は如何お過ごしでしたでしょうか。 

前期から継続している活動自粛がいつまで続くのか見通しが立ちにくい状況ですが、今後の構

想の再構築の機会ととらえて研鑽に努めてまいりますので、学び舎江戸東京ユネスコクラブへの

更なるご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

「２０２０(令和２)年度 定期総会」の開催と結果報告 

新型コロナウィルス感染の緊急事態宣言が解除されたものの、時期は不明ながらも第二波の到

来が確実視されており、「２０２０(令和２)年度 定期総会」は会員の皆さまにご参集いただくこ

とを事務局・理事会ともに断念いたしました。 

このため初めてのことですが、急遽、総会は「書面での開催」とし、会員の皆さまには「議決

権行使書（または委任状）」のご提出により、議案ごとの賛否を諮ることにいたしました。書面

上の開催日は、６月 28 日(日)としました。結果は、会員の皆さまから提出していただいた「議決

権行使書」により、全ての議案は承認可決されたことをご報告いたします。 

「2019 年度の活動報告」要旨 

・今期は、日本ユネスコ青少年助成金活動や東京都ユネスコ連絡協議会助成金活動を通して青年

層への働きかけと育成を行いました。 

・第 15 回教養・文化講座「わがまち再発見――小平のフィールドミュージアムの可能性を探る」 

  

・第 16 回教養・文化講座 「南太平洋の親日国ミクロネシア」を開催。 

 

「2020 年度の活動計画」  

前期から継続している活動自粛がいつまで続くのか見通しが立ちにくい状況ですが、委員会・

生涯学習の各教室は、いつでも活動を再開できるように準備を進めております。 

(文責：事務局) 

講師：多摩美術大学名誉教授・渡部一二氏。 

小平の歴史と江戸時代からの面影を残した地域の自然、さらに人々の営みを

も交えた地域全体を包み込んだ博物館構想を熱く語られました。 

 

講師：元ミクロネシア大使・鈴木栄一氏。 

戦後、日本が取り組んだ基礎教育と教育環境の整備、東日本大震災時のミク

ロネシアでの厚い支援の広がりなど、互いに支えあう国際交流は世界平和を

構築する偉大なエネルギーへと進化していくことを心から実感できました。 
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